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台湾の近代化に尽くした日本人 八田與一
は っ た よ い ち

さんの偉業に学ぶ 
  
 ２月 27 日（金）の道徳では、知られざる日本人の偉業として八田与一さんという人

について学びました。八田さんは、日清戦争以後、台湾が日本の統治下にあった（1895
年～1945 年）時に、台湾の開発のために日本から派遣された土木技師でした。 
台湾は、近代化の歴史の中でオランダや中国清王朝、日本、そして中国の支配と干

渉を受けてきた複雑な国です。日本統治前までは、支配されるばかりで積極的な開発

はされませんでした。 

台湾を潤す八田ダム 

そんな中、八田さんは 1910 年（明 43 年）台湾の農地開発計画を任されます。東京

大学の土木科を卒業し、派遣された時は 24 歳でした。4 年をかけて台湾じゅうの山や

谷、原野を歩いて調査し、ダム建設地の調査をします。八田さんの熱意で壮大な計画

ができ、膨大な予算を得て台湾南部に烏山頭（うさんとう）ダムの工事が始まります。

1920 年（大正９年）のことでした。 
当時マラリアが猛威を振るい、そのために日本人兵士や家族、ダム工事で働く人々

の多くが病死します。八田さんは未開地で働く労働者の健康を気づかい、定期的に薬

を配りました。しかし、彼らは副作用を嫌って飲みませんでした。家まで回って飲ま

せる中で、ようやくマラリアにかかる人が少なくなりました。 
工事 3 年目のことです。トンネル工事で爆発が起こり、50 数名が亡くなり、多くの

重傷者が出ました。八田さんは、すぐに台湾人の犠牲者の家を一軒一軒回り、心から

の弔いと慰めの言葉を伝えました。八田さんは、責任を重く受け止め、工事を中断し

なければなりませんでした。し

かし、八田さんを励まし、工事

の再開を促したのは台湾の人

たちでした。八田さんが心から

台湾を愛していることを知っ

ていたからです。 
こうして烏山頭（うさんと

う）ダムは、10 年の歳月をか

けて 1930 年（昭和５年）に出

来上がります。東洋一のダムか

ら伸びる水路により、嘉南平野

の全域に水が届けられます。当

初、半信半疑であった農民たち▲烏山頭（うさんとう）ダムの放水路 



は、眼前を流れる水に「神の恵みだ。天の与え賜

うた水だ」と歓喜の声を上げたそうです。かつて

はサトウキビさえ育たなかったと言われる地が、

台湾最大の穀倉地となっていきます。水路の総延

長は、１万６千キロで、万里の長城の６倍に達す

るとのことです。このダムは、八田さんの名前に

ちなんで、地元の人々に「八田ダム」と呼ばれる

ようになりました。 

完成後、八田さんはフィリピンの開発に行くこ

とになりました。しかしその船がアメリカ軍に沈

められ、57歳でなくなります。1942 年（昭和 17

年）のことでした。 

やがて戦争が終ると、日本人は台湾から引き揚

げねばなりませんでした。16 歳で嫁いでから喜

びも悲しみもともにしてきた外代樹（とよき）夫

人は、主人が人生の全てを注いで愛した台湾と烏

山頭（うさんとう）を去ることができず、ダムの

放水路に身を投げて、ご主人のあとを追いました。 
八田さんご夫妻が捧げた命は、一粒の麦のよう

に何十倍、何百倍・・・にもなって豊かに台湾に

実っています。毎年、ダムの完成した５月８日になると、嘉南平野の農家の人々が収

穫物を持って、ダムを眺める八田さんの銅像とご夫妻の墓前に集まり、感謝の意をさ

さげているそうです。 

 

 ＞＞＞みなさんは、道徳の時間に 

八田さんの苦労と、それを乗り越えさせたもの、

そして八田さんから学んだことを考え発表してくれ

ました。そのうちの２人だけですが紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

台湾の李登輝
り と う き

前総統は、

「台湾に寄与した日本

人を挙げるとすれば、嘉

南大用水路を造り上げ

た八田技師が一番に挙

げられるでしょう」と語

っています。 

日本は、植民地に対してひどいことばかりしているイメージが

強かったけれど、八田与一さんのように立派な人もいるんだなと

思いました。マラリアにかからないように１人１人に薬を飲ませ

たり、台湾人の犠牲者の家に一軒一軒回り、言葉を伝えるなど、

いろいろな苦労をしても八田さんの台湾にダムをつくりたいと

思う気持ちが強いことに、すごく感動した。一つのことをやり遂

げるためには苦労はたくさんあるけれど、それを乗り越えること

が大切だということがわかった。（Ｈ） 

日本が行った占領政策は決して良いことではないが、それでも台湾の人々から日本

人が感謝されたのは、八田さんを含め、多くの人々が台湾の開発に全力を注いだから

だと知った。戦前の日本人に対する見方が少し変わったように思える。政府を動かす

ほどの強い熱意を持っていた八田さんは、とても素晴らしいと思う。異郷の地でここ

まで努力するのは、なかなか普通の人にはできないのではないかと思う。（Ｋ） 


